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念的 フ レ ーム ワー ク ：社 会 的 目標 と問 題群」「以
下 ， 匚概 念 的 フ レ ー ム ワ ーク」と 表現 ） で あ る
Ｏ
「概念 的 フレ ームワ ーク」 に より，「人 権」 価値 が
匚寛容 の フ領 域」 の 「1 」～ 匚5」， 匚平 和」 価 値 が
「‾6」，「‾民主主 義」 価値 が 厂7」 と関連 付 けら れる。
そ の結 果，［‾人権 ］ → 厂平 和」 → ［‾民 主主 義］ と
い う価値配列 の順次性 （シー クエ ンス） が規定 さ
れる。
次 に，広 範 な社会的 目標で あ る 匚概念 的フ レー
ムワー ク」 の内容 を，学 習 目標 レベル に限定 化 し
たもの が 厂寛容 ：一般 的学習 目標」（以 下， 匚一 般
的学 習 目標） と表 現） で あ る。 匚人 間 の尊厳 （人
権）」， 匚協力 的 で非暴力 的 な社会 （平 和）」， 匚社 会
的公 正 （民 主主 義 ）」 として 各価 値を 限定 化 し，
さ ら に， 各 価 値 内容 を 具 体 化 した 学 習 目 標 を，
厂知 識」，「能力 と技能 」， 匚評 価 の基 礎」 に分 化 す
る。 そ の結果， 厂人間 の尊厳 （人権）」 は 「多 檣 匪
を基盤 として生活す る」（以下，「多 様 肬」 と表現），
厂協力 的で 非暴力 な社会 （平和 ）」 は 厂紛争 を処 理
す る」「以 下， 匚紛争」 と表 現）， 厂社会的公 正 （民
主 主義 ）」 は 厂責 任を 行使 す る」（以下 ，「‾責 任」
と表 現） へ と焦点 化 され る。 そ して， これ らの価
値 に基づ く ３つ の学習 領域 に従 い各 単元 が編成 さ
れ る。 従 って， 内容 領域 （ス コ ープ ） は， 匚概 念
的 フレ ー ム ワー ク」 を 具体 化 し 濔 値 内容 を さ ら
に焦点 化 した 厂一般 的学習 目標」 によ って規定 さ
れる6）。
③　 カ リキ ュラム の内容
『寛 容 一平 和 の入 口 』 小 学 校 編 は，「多 様 性
（人 権）」（10 単元 ），「紛争 （平 和 ）」（ ７単 元 ），
「責 任 （民 主主 義 ）」（８単 元 ）， 中高 校 編 は， 厂多
棣 哇（人権）」（９単元），匚紛争 （平和）」（ フ単元），
匚責 任 「民主 主義 」（９単元） と， それぞ れ全25 事
例 で編成 さ れて い る。
以上 のカ リキュ ラム編成原 理を 図 １に示 し た。




(人権)｣，厂紛争( 平和)｣， 厂責任( 民主主義)｣ の
学習領域ごとに，カリキュラムの構成視 点，(厂教
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科外教育活動型」，厂他教科学習指導型」，匚社会科
学習指導型」）と，単元内容の視点 から類型化を











































































②「対等石偏隋Permdition ）」（4 ～8 匈 （カナダう
③「頏たち：代祟iSをｲ反定する剖廖」（５～９匈
（ユニセフ 叩冐允のための扁 刊 より）
④「紛争を斛決する過閇 （8 ～12 薗 （オリジナル）（「汾膕7 決のための６
哨徇 ）
⑤「応力を通しての和解」（9 ～13 匈 （オリジナル）（湘 解のプロセス」）
⑥「區司を」画しての和解」（9 ～13匈 （オリジナル）（「和嵋 曼の平佃隣剰 ）
⑦「いじめの防th : 訪力を妨げろこと」（9 ～13匈 （爿掴 ）
Be吐vλRQ ぼdon. おりUncS' ∽Pub!ishing.l997, pp.25―84. を訪に筆者が作成












ごﾐ 幼祉園～月夲 校低牛乍の単元は「３～９歳，４～８収，５～９歳」／』俘枝申心学年の耻元はr6 ～10戉7 ～11 氏8 ～12筬9 ～13歳』と，
年郤尽如 上限の 卵 以 下を低学年，














鄒 眼 力竃義：以降 へのアプローチ(米回




































Betty  A. Reurdon.、
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※ 令て「１」の段借を含むと解したのは 「他者尊重」的な教室の雰挧気が学昔活劼の前提として不可欠なためである。
疎 通」， 厂問題 解決」， 厂和解 （事後 の平 和構築）」，
匚予防」 の４つ に類 型化 した。 厂意思 疎通」 は， 紛
争 解決 の基礎 とな る コ ミュニ ケ ーショ ン能力 育成
の学 習 過程 で ある
Ｏ
厂問題 解決 」 は， 紛争 原 因を
分析 し， 最善 の解 決策 の選択を 検討 する学 習過程
で あ る。 匚和 解 （事 後 の平 和構 築）」 は，［‾問 題解
決］ の終結 部 として，当 事者 間 の謝 罪 と赦 免を中
心 とす る学 習過 程 であ る。 厂予 防 （事前 の平 和構
築）」 は， 暴力 的紛争 防 止 の啓蒙 活動 実 施 の学習
過 程で あ る几 単元 構 成 は，多 く の単元 が 「問題
解 決」を含 む ２つ 以上 の学習 過程 で構成 されて い
る。 単元内 容 は， 学年 進行 に従い， 基本 か ら応用
に至 る 匚紛 争解 決能力」 を形 成で き るよ う系統 的
に配列 さ れて い る。 単 元 内容 で は， 厂問 題解 決」
を 含 む12 事 例 が最 も多 く， 小 ② 匚調 停 」， 中 １
「紛争 解決 の ６段 階」， 高⑥ 厂非暴力 主義」 等 の学
習 を予定 して いる。 次に多 い のが 厂和解 （事後 の
平 和構築）」を含 む フ事例で あり， 小② 匚調停」，
小 ④ 厂交 渉，調 停， 仲裁」 の区別， 小 ⑤「和 解」
体 験，小 ⑥ 「‾和 解」， 中① 「‾和解 の諸制 度」，高 ⑥
厂非 暴力 主 義 に基づ く和 解」 等 の学 習を 予定 し て
い る。次 に多 いのが 匚意思 疎通」を 含 む ５事 例で
あ り，小 ①「‾教室で の意 思疎通」，中① 匚アクティ
ブ・ リ スニ ン グ（注 意 して聴 く段 階）」， 匚ア サ ー
テ ィ ブ な話 し方 （適 切 な 自己 表 現 法）」8）， 中 ③
厂自他 の見 方 の相違 の自覚， リスニ ングの重 要性」，
高 ⑤ 厂アク ティブ・ リ スニ ン グ（聴 くだけで な く
換言 する段階）」等 の学 習を予定 して いる。匚予防」
は３事例 と最 も少 な いが，小 ① 「‾学 級 の暴力を 減
らす討議」，小 ⑦ 匚いじ め防 止 の歌」，高 ⑥ 匚非 暴
力主 義 の啓蒙」 の学習 を予定 して い る。
②　 「和 解」過 程を含 む単 元構成 の特徴
匚紛争 （平和）」 単元 の中 で， 厂和解」 過程を 含
む 匚社会 科学習指 導型 」 の代表的事 例 として， リ
アド ン自作 の単元 小 ⑥を取 り上げ， 単元 構成 の特
徴を 説明 す る
Ｏ
表 ３の 日 。 導入」 で は， 身近 な
紛争 （けんか） につ いて児 童各 自の経 験を 振 り返
らせる。r  2. 展開 １］ で は， 【「良 い結末 」 に至
らなかった紛争 の分析】を グル ープで実施 させる。
多楡 哇理解 や協力 の実 体験 として， 協同学 習法 が
重 視さ れてい る。 分析 視点 の中で， 特 に 厂ど うす
ればよか ったか」で は，紛 争が 匚良い結末」に至 っ
た理 由を 児童 に考え させ， 匚３． 展開２」 での
【「良い結末」に至った紛争 の分析】 につなげて
いる。匚良 い結末」に至 った紛争で は，紛争後 の
当事者間 の「謝罪と赦免」，加害者が責任を認 め






















































・５～ ６人 の児童 でグル ープを 組織し，彼 らの仲間う ち， クラス， また
は学校で 起き た 匚紛争 （ けんか）」 につい て， 各 自が思い 出すよ う求
めなさい。
・「‾誰が紛争に関係して いたか？」
・ 「何について の紛争 だったか？」
・ 厂紛争はどのように終結したか？　それは良い解決策で終結したか ？」
※学習 の前提 として「他 者尊重」的 な教室 の雰囲気づ くりが不可欠 であ
る。
〔導入 〕【 児童 各自 に,身 近な 紛争を 振り 返
らせる】
・ 児童 の周りで日常 的 に生 じてい る身 近な
F‾紛争（ けんか）」 について， 各 自の経験
を 振り返させる。
















・各 グループ に， 各自 が思い出し た「 紛争」を報 告させ た後， 各クル ー
プ に，良 い解決で終 わらなか った「 紛争」を １つ選択 するように求 め
なさい。
・「‾なぜ，『良 い結末 』に至 らずに終わ った のか ？」
・「何か，紛争（ けんか） が停止した後に，起 きたか ？」
・「どう すれば，『良 い結末』に至っただろうか ？」
〔展 開 １〕【「良 い 結末」 に至 らなか った紛
争 の分析】
・各 グル ープ に， 厂『良 い結 末』 に至 ら ず
に終 わった紛争」 を １つ 取り上 げて分析
させる。
※分 析視点 は，「失 敗 の原因」，「 紛争 後 に



























・各 グループは，「良 い結末」 につ いて討議し，「 寛容」 と「 和解」を論
じ るための題材を １つ 選択す る（身近な事 例， 現実 の紛 争でなくて も
よい）。
〔展開２〕【 厂良い結末」に至った紛争の分析】






教員 は，「 寛容」 が， 他者 の権 利を認 め， 他者 の権利 また は他者 自身
の享受を妨 げないことであるこ とを説明す る。
生徒 たちに，以下 の質問の答え について合意を 得るよう求める。
①「 なぜ寛 容は， 紛争後 に重要 にな るのか ？
人 々は， けんかまたは口論 の後，い かに寛 容を示 すか？」
【①紛争後の「噴溶 」の重要性に着目させる】
・「 寛容」 が， 他者 の権利を認 めるこ とで
あ るという定義 （狭義） を，生 徒 に説 明
する。
・ 紛争 後 に，「寛 容」 を示 す こと が重 要 で
あ るこ との理由 につ いて グループで討 議
し合意を めざす。
② 厂人々 は， 紛争後 に何 をすべきか ？誰 が紛争 の責任 を引 き受 けるべき
か？」
「 人々 は， いかに対処 して きたのか ？」 について， 教員 は，過 去のグ
ロ ーバ ルな紛 争事例を基 に説明す る（ド イツ は， いかに ホロ コースト
犠牲者 に補償したか， ロ ーマ法王 ヨハネ・パ ウロ２世が，い かに狙撃
犯人を許 したかを説明 する。 他 には， アパルト ヘイト後 の「‾南 アフリ
カ真実委員会」 の事 例が例示 されている）。
・児童 たち に， 身近 な題材 について，「誰 が許す べきか」，「何か 許さ れ
るべ きか？」，F‾紛争当 事者 は， いかに『和解 』でき るか ？」 を分析さ
せ る。
【 ②紛争後の「和艨」の重要性に着目させる】
・ 紛争後 に人 々が行 なうべ きことと，責 任
の果たし方 につ いて，「良 い結末」に至っ
た過去 のグロ ーバルな紛争事 例を基 に説
明 する （身近 な紛 争 もグロ ーバ ルな紛争
も同じ構造であるこ とを前提）。
※「責任，補ｲ賁，和解」とい う3Rs  (responsi-
bility, recompense, reconciliation)が ， 困
難だが重 要な ことを説明 する【 クロ ーバ
ルな事例】。
児童たちに， 身近な事例 におけ る「和解」
のプロ セスを検討さ せる【身 近な事 例】ｏ
③「 紛争当事者 が互いに友人 になるのを支援 するため，私 たちに は何が
で きるか ？」（身近 な事 例， 現実の紛争でなくて もよい題材で考え る）。
児童 たち に，紛 争当 事者が， 仲直りして一 緒に活動で きるようなプロ
ジェクト を提案 するよう，求 めなさい。
「 かつて の紛 争当事者の間の協力 は，いか にクラス全体を助 けるか？」
匚寛容 は， かつ て の紛 争当事 者が一緒 に活動 する ときに重要 か ？ ，な
ぜか？」
【 ③身 近な事 例におけ る「良 い結 末」 の実
現 のた め， 児童た ちが 支援で きるこ とを
提案さ せる】
・紛争後 に，紛争当事者が「和解」 した後，
共 に活動で きるよ うなプ ロ ジェクトを提
案さ せる。
・ 紛争当 事者 が，「和 解」 し， 協力 す るこ


















・ クラスで最近生じ た現実 の 厂紛争」 を取り上げる。
紛争当事者 の許可を得 た後， 児童 たちに，以下 の質問につ いて討 議さ
せる。
・「彼ら は互い に謝罪 し，互 いを許しあったか ？」
・ 厂彼 らは，謝罪 や赦 免の後， どのように感じ たか ？」
F‾彼 らはお互い に， いかに他者を傷つい たかを認 めたか？」
「彼 らはこの損 害を 補うべき何かをしたか ？」
「各紛争 当事者 は， 互い に他者 の気分を害 したこと に対 する補ｲ賞とし
て，何を することができるか？」
・「 各紛争当事者 は， より良 くお互いを知り， 友人 になることを学ぶ た
めに今，共 に何をすることがで きるか ？」
「なぜ，各紛争当事者が友人なら，クラス全体が，より良くなるのか？」
「各紛争当事者 は，共 に利益を得るような共通の活動を考えられるか？」
「 各紛争当 事者は， クラス全体 に役立つ ことを 考え られるか ？」
例：ご み拾い， 整理 整頓。
〔展開 ３〕【身近な現 実の紛争を 例に， 紛争
後 の過程を 分析し，匚良 い結末」
を めざす】
・紛争 後 に，「責 任， 補償， 和解」 が 行な
われたかどうか分析 する。
・「謝 罪／赦免」 → 厂責任」 →「 補ｲ賁」 と
いう過程を分析 する。
・　厂和 解」後 に， 紛争当 事者が一 緒に活動
で きるプロ ジェクトを提案 する。
・紛争 解決が，当 事者 だけで はなく クラス
全体 の利益 となることを 理解する。
・ 和解後に， かつて の紛争当事者 が， 共 に





児童たち に， いか に「協 同」が， コミュニテ ィを幸 福にする ため， 紛
争 や他の障害を克服で きるか， につ いて の他の物語を話しなさ い。
〔まと め〕【 コ ミュニティで の「 協同」 の重
要性】
・コ ミュニテ ィで の「協同」 の重要 性を物
語で示す。
Betty Ａ. Reardon, Toler･ance 一the thres加 だi of  peace, un 丿t2, Unesco  Publishing, 1997,  pp.59-61.　 よ り 筆 者 作 成。
















（ 自由 に話し 合え る学級 の雰 囲気 作り が重
要）
「 けんかを し た後， 上手 く仲 直り がで きた
時 と， 上 手 く仲直り がで きな かっ た時があ る
か ？」
厂相 争 った者 どうし が謝罪 し， 赦 しあ うこ
とを 『和 解』 とい う。 民 事裁 判で も当 事者 間
の『 和解 』 によ る解 決法 があり， 活 用さ れて
いる。な ぜ，『和解 』が活 用されるのか ？」
「国 際紛争 で も， 紛 争終結 後 の『和 解』 が
重要 とな る。 国 際紛争 の『 和解 』 は， 国 内の
制度 と は異 なり， 争 いあ った民 族間， す なわ
ち集団間 の『和解（国民和解）』が問題とな る｡」
「な ぜ， 国際紛 争で 『和 解』 が重 要にな る
のか？」
「お互いに非を認めて謝罪しあっ
た時 は， うまく仲直りで きたよ｡」
・資 料の裁判例を確認す る。
・ 「最高裁 まで争う と時間がかか
り， 被害者救 済に間 に合 わない
から｡」
「 敗訴判決を 得ると，被 告企業
のイメ ージダウン になる｡」「当
事者が仲直り する には，『和解』
の方が，角 が立たない ので は｡」
匚い かに， 物質 面で 援 助が なさ





・民事裁判 における 厂和解」例 と
して，薬 害エイ ズ事 件や西淀川
公害訴訟など。
・ 〔資料〕「平 和 構築 支援 のプロ
セス」（JICA 報告書,p.5 ）
・国内司 法制 度 の，個人 間の「和
解」 と国 際政治 の集団 間の「和
解」（国 民和 解） の違いを 説明
する。



















「紛 争終結 後 に『 和解』 が成 立し た国 際紛
争では，どのよ うな制度が活用されているか？」
厂国 際間 の『和 解』 制度 とし て『 真実和 解
委員会 』 が注目 され る。 これ は， 旧 体制下 の
人 権抑 圧政 策 の解 明 のた め， 被 害者 と加害 者
に告白 の機 会を与え る制度であ る。『和解』 を
最 大 の目的 とする た め， 加害 者を 『免責 』 す
る ことが多 い。 ラ テンア メリカで始 まり ， 南
アフリカで有名 にな った｡」
・典型例として，南 アフリカを取り上 げる。
「1948 年 ～1950 年 代 にか けて， 南 アフ リカ
で成立 し た黒人 差別的 な人 種差 別政策 は何
か？」
「 こ れに対 し， 白人以 外 の人 々は， どう し
たか？」
「1955 年 に， 反 アパ ルト ヘイト 運勣家 たち
は，『自由 憲章』を 発表した。 その冒頭 の語
句は何か？どのような意味か ？」
・ 「1960 年代 に入 る と， 白人 た ちの政府 は弾
圧に乗り 出し，死者 や多 くの逮捕者が出 た｡」
・ 国際 社会 は， 内政問 題 ゆえ 不干 渉 との態度
を とったか？
・ 「1990 年２月，『 アフ リカ民 族会議（ANC ）』
の指導者が釈放され た。　誰か ？」
・1993 年11 月 の『 暫定憲 法』 成立 で アパ ルト
ヘイト は完 全廃止 。1994 年 ４月末 の総 選挙
で 第一党 とな った 『ANC 』 の指 導者 マ ンデ
ラが， ５月10 日， 大統領 に就任。「‾マンデ ラ
は， 白人 に報復 する意 図が ないこ と， 白人
との共 存を目指 してい ることを明言し，『和




・1952 年 より，反 アパルト ヘイト
の非暴力 的な不服従運動が開始。
・「南 アフ リカ は， 黒人・白人を
問 わず， そ こに住む全て の人 々
に属 する」反対 派は，白人 との
共存を望 んだ。
「否，国際連合 は, 1973 年以 降，
ア パル トヘ イトを，『人道 に対
す る罪 』として非難 し， 経済制
裁を発動し た｡」
「 ネルソン・ マンデラ」。
厂『 アフリカ民 族会議（ANC ）』
が，全人 種と の共存を 目指す，
非人種幸義を支持していたから｡」
「南ア フリカ『自由 憲章』 の趣
旨を実現しよ うとし たから｡」
「復讐は平和を実現しないから｡」
・〔資料〕「 真実和解委員 会一 覧表」
（篠田, p.164-166)。
・ 「真実和解 委員会」 の内容を理
解させる。
※個人を処罰対 象とす る 厂国際戦
争 犯罪法廷」とは違う点を補足。
・ 〔資料〕（峯, p.is)  r アフリカ
民 族会 議（ANc ）」 と「 南 アフ
リカ・ インド人 会議 （sAlc ）」
が 不服 従抵抗運動の中心。
・例えば， ネルソン・ マンデ ラは，
1962年 に逮捕された。




の政策変 更 の背後 に， 経済制 裁
による経済停滞, 1989 年 の改革
派 デクラ ークの大 統領就任，冷
戦 終結 によ る， 厂国民 党」 の反
共政策 と， ソ連 や旧東独か ら支
援を受 けていた「ANC 」 とのイ








・南 アフリカの「 真実和解委員会」 の学習。
「1996 年 ，南 アフリカ の『 真実和解委員 会』
の活動 が開始 した。 委員 会 の３つ の目的 は
何か ？」
・ 厂加 害者を 免責 する という こと は， い かな
る正義 観に基づ くのか ？」「 修復的正義 とい
う考え方 を（支持 す る・ しない は別 として）
理解で きるか ？」
・「 被害 者へ は， ど のよ うな 補償が なさ れた
か ？」
「①人権 侵害の事実 の調査， ②
真実を明 らかにし た加 害者の法的
責 任の免除， ③被害者 に対 する補
償の提案」。
・「『目 には目を』 の考え方 （「応
報的正 義」）で は， 正 義 とはい
え ないが， 被害者 の癒 しや救済
に重 点を置 く「修復的正義」 に
基づ けば， 正義となる。
・ 金銭的な代 償（一 時金，年 金，
奨 学金 や医 療補 助な ど）， 象 徴
的 補償 〔過去 の痛みを記憶 する
措 置（記念 碑の建設，行方 不明
者や殺害された者 の遺体の捜索・
発掘， 墓石 の設置， 道路 や公共




※「応報的 ／修復的正義」 のど ち
らが正 しいか， とい う価値判断
を求 めるのではな く， それぞれ
の思想内容の理解 に留 める。
・ 〔資料 〕（ 永原, pp.167-168)
補償の態様は多様であ る。
※行方不明者の死 亡証明書 の発行，
政治犯 とし ての犯罪記録 の抹消
などの行政的措置も含 まれる。
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・ 「 被害者 の中 には， 公聴 会で 自分 の体験を
話 すだけで，『人間 の尊 厳 の回復 』の意味を
持 ち， 癒 しを得 た人 もい たそうで あ る。 な
ぜか？」
・ 「『真実 和解委員会 』は2003 年 に追加報告書
を 出して終了 した。問題 は全て解決したか？」
・「 南ア フ リカ の事 例の， 評価 すべ き点 と問
題点 をまと めなさい｡」
「 アパ ルトヘ イト 時代， 情報操 作
により， 国家 の犯 罪が報道 されな
か ったため，事実 の公表 は癒 しの
効果があ る｡」
・「否， ジェンダーの問題が残る。
性差 別を受 けた女 性の多 くが発
言 していない と見られ る。 また
女性 の非識字者 の割合が 高く，
周知 不徹底｡」
・各自，意見を紙にまとめて提出。














・南 アフ リカ の紛 争解 決過程 を，以 下 の「 紛
争解決 の６段階 のリスト」 にあてはめる。
【 １．紛争当事者 の動機， ニ ーズの分析】
【２．紛争原因 の特定】





【1 】白人→人 種隔離政策 の貫 徹。
黒人 たち→政策廃止，共存o
【2 】 白 人 政 権 に よ る一 方 的 な
匚アパル トヘ イト政 策」 の実施
と， 反対運動。
【3】 非暴 力的 不服 従運動 ， 白人
の反対派 との連携 強化， 国連 へ




※【6 】 で は， 白 人 との共存 を 願
い，非 暴力 的不服従 運動を展 開
し た思想 と，そ の後 の「真実 和
解委員 会」 にお けるF ‾修復的正





















・ 南 アフ リカ以 外 の国 際紛争 につ いて調 べよ
つｏ
・ 調査国 を 選ぶ際 の基準 として ，以 下 の学説
を 紹介する。
「 紛争 形態 によ って， 平 和構築 の進 行具合
が違う という， 国際 政治学者 の見解があ る。
どうい う見解か ？」「そ の見解 について どう
思うか？」
・東 テ ィモ ールと ボスニ ア紛争 にお ける， 紛
争 解決 とその後 の「 平和 構築」 過 程 につ い
て，各 グループで調 べてみよう。
※前 時の，「紛 争解決の ６段 階の リスト」 を参
考 に分析 する。
「（1）統 治を めぐる紛争後 の平
和構築 は， 比較的 容易で短期 に実
現するという。例：東ティモール｡」
「（2） エスニ ッ ク（民 族） 紛争 後
の平 和 構築 は困難｡ 」 例 ：ボ スニ
ア。
「 南 アフ リカ の事 例を （2） と
考え る と，必 ずしも，当て はま ら
ない…｡」
・東 ティ モ ールで は，「受 容 ・真
実・和解委員 会」が作 られた。
和解が進行 中だが，被 害者 のわ
だかまり もあ る。
・ ボスニアでは，内戦 前の多民族
共 存 の回 復どころか， 民族別 に
棲 み分 けが進んで いる状況が あ
る。 しかし， ムスリ ム， セルビ
ア人 ， クロア チア人 が協力 し，
３つ の民族 衣装を 着せ た 厂ボス
ニア人形作りプ ロジェクト」が，
国連 難民高等弁 務官事務所 の支
援で 実施 された。
・ 〔資料〕（吉川，p.1）
※生 徒が，学説 へ の批判的視 点を
出すことを可能 にする。
〔資料〕（山田, pp.126-140)
〔ビデ オ〕2002 年 ５月16 日，Ｎ
ＨＫス ペ シャル 匚東 テ ィモ ール ー
引き裂か れた家 族 一国家 独立 の陰
で」 から一部視聴。
〔資料〕（月村, p. 179), ( 東野，
pp.116-119),  ( 人 間 の安 全 保障
委員会, pp.134-1350
〔ビデ オ〕2001 年 ４月26 日，「ET
V2001 「 ボスニア民族共生 への道」
（ＮＨＫ教育） から約10分視聴。

















復興 途上 の国 （ア フガ ニス タン） の今後 の
予想， また は， 現在 進行形 の紛争 （ イラ ク，
パ レスチ ナ） の紛争 解決方 法や 厂和 解」 の進
め方 につ いて， これ まで の授業 で学 んだ こ と
を参考 に考え よう。
(省 略) ※ 厂人間 の安全保障」の観点か ら，
国を超えて，国連機 関, NGO,
市民が取り組 める方策を検討。







国際協力事 業団（JICA ）『報告書平和構 築』国際協力事業団, 2001 年。 山田 満『「平和構 築」 とは何か 一紛争地域 の再生 のためにー』平
凡社, 2003 年。 篠田英朗 『平 和構築 と法 の支配 一国際平和活動 の理論的 ・機能的分析 』創文 社, 2003 年。峯 陽一 『南 アフリカー「虹の
国」 への歩 み』岩波書店, 1996 年 。永原陽子 「和解と正義 一南 アフリカ『真実和解委員 会』を超えて」 内海愛 子・山脇啓造 編『グロ ー
ノ勺レ時代 の平和学 ３　歴史の壁を超えて一和解と共生 の平 和学 』法律文化社, 2004 年, pp.  156-186。吉川元「平和構築 から紛争予防ヘ ー
エスニッ ク紛争後 の平和構築 の課 題を中心 にー」外務省 『平 成15年 度外務省委託研究「 紛争予 防」』, 2004 年，pp.1－12。 山田満『「平和
構 築」と は何か 一紛 争地域の再生 のために』平 凡社, 2003 年。月 村太郎「 ボスニアの内戦前 と内戦 後一民 族共存 の観点 から」日本比較
政治学会 『民 族共存 の条件』早稲 田大学出版部, 2001 年, pp.159-1820 東 野真『緒方貞 子 一難民 支援の現場か ら』集英 社,2003年。人



























本稿で は，国 際紛争学習において， 紛争後の
匚平和構築」過程の学習（特に「和解」）を組み込
むことにより，社会科・公民科の授業を改善でき




１） 例 え ば ， 二 井 正 浩 「 現 代 史 学 習 に お け る 『 紛 争 』
理 論 の 探 求 一 世 界 史Ａ 「地 域 紛 争 と国 際 社 会 」 の 授 業
構 成 一」 社 会 系 教 科 教 育 学 会 『 社 会 系 教 科 教 育 学 研
究 』 第 ６ 号, 1994 年,  pp.65  ―710 同 「 現 行 学 習 指 導
要 領 で の 紛 争 の 取 扱 い と21 世 紀 型 紛 争 理 論 一 世 界 史Ａ
主 題 学 習 項 目 「 地 域 紛 争 と 国 際 社 会 」 を 事 例 に ー」
第54 回 日 本 社 会 科 教 育 学 会 全 国 大 会 発 表 資 料, 2004 年
が 挙 げ ら れ る。
２） 例え ば， 高 野 剛 彦 「 テ ロ事 件 を 学 校 で ど う扱 う か ー
メ デ ィ ア ・ リテ ラ シ ー と し て ー」 開 発 教 育 協 会 『 開
発 教 育 』45 号, 2002 年,  pp.82 ―87 が 挙 げ ら れ る。
3 ) Betty Ａ. Reardon, Tolera, 。ce-ihe が。･ａゐ。Zjがpeace:‘
imitl-3, Unesco Publishing, 1997.
4 ） 熊 谷 篤 『小 学 校 社 会 科 平 和 学 習 の 授 業 構 成 一Betty
A.  Reardon を 手 が か り に 』 広 島 大 学 大 学 院 教 育 学 研
究 科 ， 学 習 科 学 専 攻 ， 平 成15 年 度 修 士 論 文 。 さ ら に
熊 谷 は ， 小 学 校 編 の ［‾平 和 ］ 領 域 の ， 単 元 １～ ３
（幼 児 ～ 低 学 年 段 階 ） の 分 析 成 果 を 「生 活 科 」 の 授 業
構 成 に 活 用 す べ く以 下 の 論 文 を 発 表 し て い る。 熊 谷
篤 「対 立 解 決 ス キ ル の 育 成 を め ざ す 生 活 科 の 授 業 構
成 一小 学 校 平 和 学 習 か ら の ア プ ロ ー チ ー」 広 島 県 生
活 科 ・ 総 合 的 学 習 教 育 学 会 『生 活 科 ・総 合 的 学 習 研
究 』 創 刊 号, 2004 年,  pp.31 ― 40o
5 ） 匚寛 容 の ７領 域 」 の 内 容 の 詳 細 に つ い て は， 拙 稿
「人 権 ， 平 和 ， 民 主 主 義 と い う 普 遍 的 価 値 に 基 づ く 小
中 高 校 グ ロ ー バ ル 教 育 の 単 元 構 成 一Betty Ａ. Reardon
著 『 寛 容 一平 和 の 入 口 』 を 手 が か り と し て ー」 日 本
国 際 理 解 教 育 学 会 『国 際 理 解 教 育J  vol.11, 2005 年 ，
pp.69-70 を 参 照 。
６』 カ リ キ ュ ラ ム 編 成 論 の 詳 細 は， 以 下 の 拙 稿 を 参 考
（中 高 校 編 の 分 析 で あ る が ， 小 学 校 編 も同 様 で あ る）。
Betty Ａ. Reardon の 中 高 校 グ ロ ー バ ル 教 育 カ リ ギ ュ ラ
ム 編 成 一 社 会 科 カ リ キ ュ ラ ム 開 発 へ 示 唆 す る もの ー」
日 本 社 会 科 教 育 学 会 『社 会 科 教 育 研 究 』 第90 号, 2003
年,  pp.15 ―230
7 ） 「 問 題 解 決 」， 厂和 解 」 の 概 念 規 定 に つ い て は ， リ
ア ド ン ら の 新 著 『 戦 争 を な く す た め の 教 育 ：平 和 の
文 化 の た め の教 育 』 を 参 考 と し た 。 Betty Ａ. Reardon
and Alicia Cabezudo, £＆z・ 拠夕θ 沿 砿sh  War Teaching
7θｗ ㎡an  Cultur？of  Peace, The Hague Appeal for
Peace Global Campaign for Peace Education, 2002,
bookl,  pp.36-40, p.610 同 書 で は ， 他 に ， 匚予 想 」，
「分 析 」，「紛 争 処 理 」，「転 換 」，「‾再 構 築 」 を ，「‾紛 争
の 過 程 」 と し て 規 定 し て い る。　し か し ， こ れ ら の 概
念 は 相 互 関 連 的 で 重 複 が 見 ら れ る た め ，「‾予 想 」
＜匚予 防 」，「分 析 」 匚紛 争 処 理 」「転 換 」 ＜ 厂問 題 解 決 」，
「再 構 築 」 く「和 解 」 と ま と め た 。
８） 平 木 典 子 『 ア サ ー シ ョ ン ト レ ー ニ ン グ ー さ わ や か
な 〈 自 己 表 現 〉 の た め に ー』 金 子 書 房, 1993 年 等 を
参 照 。
９） 山 田 満 『「‾平 和 構 築 」 と は何 か 一紛 争 地 域 の 再 生 の
た め に ー 』 平 凡 社, 2003 年,  pp.57  ― 660 及 び ， 田 中
高 匚武 力 紛 争 を 平 和 的 に 解 決 す る た め の 試 み 一 和 解
と 真 相 究 明 ， 免 責 の 役 割 － 」 峯 陽 一 ・ 畑 中 幸 子 編 著
『 憎 悪 か ら 和 解 ヘ ー地 域 紛 争 を 考 え る ー 』 京 都大 学 学
術 出 版 会, 2000 年,  pp.157-182 参 照 。 リ ア ド ン もF ‾…
正 し い 平 和 構 築 は， 解 決 が 公 正 で あ る べ き こ と の 要
求 を 念 頭 に お く べ き だ 。 公 正 は， 責 任 ， 悔 恨 ， 補 償 ，
賠 償 を 必 要 と す る が ， 懲 罰 を 必 要 と し な い 。 む し ろ
関 係 を 修 復 し再 建 す る の で あ る。 復 讐 と 懲 罰 は紛 争
と 暴 力 の サ イ ク ル の 永 続 に 役 立 つ 。 た だ ， 和 解 だ け
が ， そ れ を 終 わ ら せ る こ と が で き る 」 と， 修 復 的 正
義 と し て の 「 和 解 」 の 重 要 性 を 強 調 し て い る 。





















ユ ニ ッ ト １ 未 来 は ど う な の だ ろ う ？
ユ ニ ッ ト ２ 私たちは天然資源をどのように用いるのだろう？
ユ ニ ッ ト ３ 私たちは天然資源をどのように保全するのだろう？
ユ ニ ッ ト ４ 私たちは都市をどのように改善できるのだろう？











ユ ニ ッ ト １ 人 々 を 探 る
ユ ニ ッ ト ２ 人 々 と 土 地 を 探 る
ユ ニ ッ ト ３ 集 団 の 中 で の 人 々 を 探 る
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また，各学 年 のユ ニット には，「基 本的 な概念」
が それぞ れ設 定 されて い る。 そして， 各単元 の学
習 内容 は， 匚基 本 的な 概念 」 を中心 に，学 習 す る
内容構 成で あ る。表 ２は， 第 １学年 か ら第 ８学年
の各 ユ ニ ット に設定 さ れ た， 厂基 本的 な概 念」 を
ま とめ たもので あ る。
第 １学年 『家族 （人 々） の生 活』 は， ５つ のユ
ニットで構成 さ れてい る。 ユニ ット １　匚子 ど もだ
ち と家 族」 の 「基 本的 な概 念」 は，「家 族」 で あ
り， ユ ニ ット ２ 匚家族 のた めの住 居」 の 厂基本 的
な概念 」 は， 匚住 居」 で あ る。 こ のよ うに， 第 １
学年 で は， 匚家 族」，匚住 居」， 厂食 べ物 」， 厂衣服」，
「合 衆 国」 とい った， 合 衆国 で生 活 す る のに必 要
不可 欠 な概念を 中心 に学習 す る内容 構成 であ る
Ｏ
各 学年 の 匚基 本的 な概念」 を見 る と， 第 ４学年
は， 地理 的な概 念を中 心 として， 第 ７学年 は， 歴
史的 な概念を中心 として学 習す る内容構成 である。
このよ うな，概念 を中心 に学習す る内容 構成 は，
1970 年代 のアメ リカ合 衆国 にお け る，一 般的 な構
成 原理 の類型 に位 置付 くもので あ る。
表２ 『シルバー社会科』の各学年のユニットの基本的な概念
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